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（社）茨城県経営コンサルタント協会　佐々木道甫 

経営革新事例と自己診断の方法　－第２回－ 

中小製造業の経営革新とIT活用 

公的機関の中小企業支援制度を活用して、

中小製造業の経営革新とIT活用等の支援業務

を行ってきた。経営者が自社のIT活用状況を

自己診断する参考資料として、この経験をIT

活用の現状、留意事項、動向、目標レベル、

IT活用手順等について纏め紹介する。

１. IT活用の現状と課題

中小製造業におけるIT活用の現状と課題は

次の通りである。

（１）IT活用レベル

① 専任者がいる企業はそれなりに進ん

でいるが、いない企業は遅れている。

② パソコンをLANで結び一部情報を共

有化している企業が多い。

③ 情報の共有化、リアルタイム表示、

IT活用レベル向上を望む企業が多い。

（２）IT活用業務

① 現在、ITを利用しているが、今後の

改善を予定している企業が多い。

② 電子メール、文書作成･表計算、ホー

ムページ閲覧、経理会計、給与計算

等は、安定的に使っている企業が多

い。

③ 半数の企業がホームページを開設し

ているが、売上増加に結び付いてい

ないため改善を望む企業が多い。

④ 顧客管理、見積、受注･出荷･売掛、

設計部品表作成、生産計画、在庫管

理、発注･買掛、組立･加工･製造指示、

工程･能率管理、品質管理等の業務に

ITを利用している。しかし、この改

善を予定している企業が多い。

⑤ 多くの企業が受注別原価計算の実施

を望んでいる。

⑥ CAD/CAMを利用している会社は、

今後の改善を開発元に任せている。

⑦ 親会社から提供される電子商取引を

利用している企業が多い。

（３）IT活用の目的

① 各企業のIT活用の現状及び今後の目

的は、迅速な意思決定、迅速な情報

伝達、売上増加、顧客数の拡大、コ

ストダウン、経費節減、納期短縮、

作業能率の向上、在庫の削減、品質

の向上等である。

② 今後の目的で多い項目は、売上増加、

顧客数の拡大、コストダウン、経費

節減、作業能率の向上等である。

（４）IT活用の課題

各企業におけるIT活用の課題は、IT活用に

よる経営体質の強化、管理者･従業員のIT教育、

システム担当者の育成、IT活用基本計画の策

定、汎用パッケージの選定と導入、ネットワ

ークの整備、各業務システムの継続的充実、

情報の共有化とリアルタイム表示、安い開発･

運用･構築支援の外注化、ホームぺージの充実

等である。
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２. 経営革新とIT活用

中小製造業は国内産業の空洞化現象の影響

を受けて、売上高の減少と共に収益が低下す

る厳しい環境の中にある。ITの進歩発展によ

り、社内はLAN,社外はインターネットで結ば

れ、社内と社外の時間と距離の差がなくなり、

社内も社外も同じ部屋で作業をするのと同様

なIT環境を構築できる時代である。既に、先

進企業ではITを活用した経営革新が急速に進

行している。中小製造業の経営革新ではIT活

用を行い、BPR（ビジネスプロセス再構築）、

受注拡大･コスト削減･リードタイム短縮など

を実現する必要がある。

この場合、次の事項に留意する必要がある。

(1) 経営診断などで経営課題を明確にする。

(2) IT活用は経営課題の解決策の中で考える。

(3) IT活用はBPRと同期させる。

(4) 実力に合ったIT活用計画を立てる。

(5) 従業員のITリテラシーの向上を図る。

経営課題とIT活用の関係例を次に示す。

表１　経営課題とIT活用の関係例

３．IT活用の目標レベル例と自己診断

IT活用の目標レベルは企業･対象業務により

異なる。中小製造業では、次に示す目標レベ

ル例の項目のなかに該当しない項目があれば、

改善するかどうか検討する必要がある。

表２　IT活用の目標レベル例

経営課題 １．粗利20％確保

２．間接業務の効率向上20％

解決策 １．原価低減活動推進

① VA･VEの実施

② 目標原価の設定

③ 手順書の作成

２．基幹業務システムの再構築

IT活用 １．受注別原価管理システムの構築

① 金額データの共有化

② 目標原価設定支援

③ 達成状況管理

２．新基幹業務システムの構築

① 業務の効率化

② データの共有化

③ 生産状況のリアルタイム表示

No 業　務 目標レベル例

1 共通事項 ① パソコンは１人１台

② 入力データは重複せず繰

返し利用できる

③ 在庫・進捗状況はリアル

タイムで見れる

④ 受注･原価･収益の経営情

報はすぐ分かる

⑤セキュリティ確保は問題ない

2 電子メール 連絡に活用している

3 ホームページ 定期的に更新し、売上拡大

に寄与している

4 見積 自動化され、製品･部品･材

料の実績原価を利用できる

5 受注 担当者別顧客別の売上･収益

がすぐ分かる

6 出荷･売掛 帳票発行を自動化している

7 設計 部品構成表の電子化､事前の

原価管理、CAD/CAM利用

8 生産計画 材料･加工の納期は顧客納期

起点で自動計算している

9 発注･買掛 帳票発行を自動化している

10 製造 作業時間管理､不良管理等帳

票発行を自動化している

11 在庫管理 最小限の在庫で、在庫量は

すぐ分かり現品と一致する

12 原価･収益 受注別の原価･収益が分か

り、予実算管理している

13 会計管理 給与計算､資産管理、財務会

計に利用している
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４．汎用パッケージソフトは強力な武器

表２でほとんどの項目が該当する中小製造

業は、IT活用が相当進んでいる。該当する項

目が少ない中小製造業は効率的なIT活用を真

剣に検討する必要がある。従来、中小製造業

では自社仕様の生産管理システムを開発して

失敗している事例が多い。これは開発仕様の

打合せが安易に行なわれ、開発したが運用上

で不具合が発生し、その改善に更に投資が必

要になり資金が続かなくなった等ソフト開発

に関する認識の甘さがあったものと思われる。

大企業の生産管理システムは、当初自社仕

様で開発したが、1970年代に製造業で発展し

たMRP（資材所要量計画）等を活用して構築

してきた事例が多い。一方、中小製造業の生

産管理システムは、大企業に比べて相当遅れ

たが、中小製造業向けにMRP技術を利用した

生産管理ソフトが1980年代から開発・利用さ

れ始め、現在は各種業務に対応すると共に財

務会計ソフトとも連携をとった汎用の生産管

理ソフトが市販されている。これは、中小製

造業の基幹業務を対象に表２の主要項目を実

現する強力な武器になる。今後、中小製造業

がITを活用して経営革新を行なう場合、これ

らの汎用パッケージソフトを利用してシステ

ムを構築する事例が多くなると考える。その

理由は次の通りである。

(1) 自社仕様のシステムを開発するより、開

発期間は短縮でき、開発費用・保守費用

は低減できる。

(2) 汎用パッケージソフトの業務機能・最新

IT技術への対応等が活用できる。

(3) 汎用パッケージソフトの適切な選定によ

り開発リスクを低減できる。

(4) データベースに蓄積した生産管理情報を

OAソフトで利用できる。

５．新基幹業務システムの構築手順

ITを導入・活用する場合、経営課題を抽出

し、その解決策のなかでIT活用を策定した後、

システムは次の考えと手順で構築する。

(1) プロジェクトの編成と推進上の留意事項

① プロジェクトの責任者は社長

② 全社一丸となって推進する

③ 空理空論にならずニーズに対応する

④ 発注仕様と検収仕様を明確にする

(2) 現状分析と構築基本計画作成

① 各部門の現業務を分析する

② 業務システムの改善方案を作る

③ 新基幹業務システムの基本計画策定

(3) 汎用パッケージソフトの選定

① 業務に合った生産管理ソフトの調査

② 生産管理ソフトの絞込みと詳細調査

③ システムを借用して実際のデータを入

力し、受注・発注・入荷・買掛計上・

作業指示・出荷指示・売掛計上など一

連の操作を行い評価選定する。

(4) マスタ登録と立上げ及び運用定着化

① 日程計画作成と運用マニュアル作成

② 各種マスタの登録と部分稼動

③ 本番開始と運用の定着化

特に、新基幹業務システムの構築において

は、｢企業は人なり｣と同様に、部課長クラス

をリーダに専任させることが重要である。

プロフィール

佐々木 道甫氏
略歴

昭和32年 ㈱日立製作所入所

昭和36年 茨城大学工業短期大学部電気工学科卒業

資格　中小企業診断士、技術士（情報工学）

専門　経営革新計画支援､生産管理､IT活用

ITマネジメント研究所　代表　

（社）茨城県経営コンサルタント協会　理事

（社）中小企業診断協会茨城県支部　理事

ご意見、ご感想、ご質問等をお寄せ下さい。 joho＠iis-net.or.jp


